2008年12月
韓国で開催されたThe 1st Korea-Japan Joint Forum on Sol-Gel Science and Technologyに博士前期課程の学生4名が参加し、研究発表を行いました。

2008年12月
MRS Fall Meeting Symposium S: Solid State Ionics において、林　晃敏先生が招待講演を行いました。

2008年9月
NEDOのプレスリリースにおいて、 林　晃敏先生の「究極の電池、全固体リチウム二次電池の実現にむけた新しい電極−電解質界面構築手法の開発」が 紹介されました。

2008年10月
アメリカで開催されたECS Pacific Rim Meeting on Electrochemical and Solid State Science において、林晃敏先生と博士後期課程の学生1名が研究発表を行いました。

2008年10月
淡路島で開催された3rd International Conference on Electrophoretic Deposition: Fundamentals and Applications において、博士前期課程の学生1名が研究発表を行いました

2008年9月
フランスのピカルディ大学の研究者が客員研究員として2週間滞在しました。

2008年9月
日本セラミックス協会秋季シンポジウムにおいて、忠永清治先生が「水溶液プロセス科学の新展開」のセッションで招待講演を行いました。また、林晃敏先生が 「高度エネルギー変換材料の新展開」のセッションのオーガナイザー代表を務めました

2008年9月
京都で開催されたThe 14th International Conference on Solid State Protonic Conductors (SSPC-14) において、忠永清治先生と博士前期課程の学生1名が研究発表を行いました。

2008年8月
アメリカ・ミシガン大学のJ. Kieffer先生が研究室を訪問されました。

2008年8月
姫路で開催されたThe 6th International Conference on Borate Glasses, Crystals and Melts において、辰巳砂昌弘先生が Co-Chairmanを務めました。また、博士前期課程の学生1名が研究発表を行いました。

2008年8月
アメリカのアイオワ州立大学のS.W. Martin先生と学生2名が研究室を訪問し、セミナーを行いました。

2008年8月
日本化学会電気化学ディビジョン化学電池材料研究会夏の学校において、D1の作田敦君が優秀ポスター賞を受賞しました

2008年8月
日本ゾル-ゲル学会第6回討論会において、忠永清治先生が「入門セミナー」の講師を務めました。また、一般講演において M2の片桐寛君がベストポスター賞を受賞しました。

2008年7月
第3回日本セラミックス協会関西支部学術講演会において、M2の木下佳子さんとM2の片山知君が学生講演賞を受賞しました。

2008年6月
中国で開催されたThe 14th International Meeting on Lithium Batteriesにおいて、辰巳砂昌弘先生、林晃敏先生、博士後期課程3人、博士前期課程2人の学生が研究発表を行いました。

2008年4月
クロアチアのザグレブ大学の研究者が、客員研究員として6ヶ月間滞在します。
